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１．第８回合同部会①の進め方 

(１)具体的テーマについて 

①「アクセス道路ネットワーク化及び遊水地道路案内サイン」について 

実施に向けて必要となる具体的内容として、事務局にて整理・検討したものを、情報共有を

図り、ご意見等を伺い、次回の部会までの検討事項を整理する。 

【検討結果】 

№２ 最寄駅からの遊水地への案内ルート設定（参考資料：「ルートマップ素案」） 

⇒ 各駅から遊水地までの案内ルートの素案を作成 

➡ ○各駅から遊水地内のどの地点に行けるのかを含めて表示する。 

  ○（例１）藤岡駅→渡良瀬遊水地湿地資料館→北エントランス 

   （例２）板倉東洋大前駅→わたらせ自然館→北エントランス 

   （例３）柳生駅→北川辺スポーツ遊学館（道の駅きたかわべ）→中央エントランス 

   （例４）古河駅→（新古河駅）→三国橋→中央エントランス 

   （例５）野木駅→野木ホフマン館→野渡橋→東谷中橋 

   （例６）間々田駅→（野木駅）→松原大橋→（桜づつみ）→第２調節池 

  №３ レンタサイクル共有の拡大、利用方法の統一の検討 

（参考資料：「サイクリングロードマップ素案」） 

   ⇒ 利用可能なレンタサイクルの情報を集約・記載したマップの素案を作成 

➡ ○各貸出所への移動ルートや距離が分かる表示等を追加する。 

  ○裏面の図中の相互乗入①～④と⑤～⑦の表示を色分けする。 

  ○野木駅西口を追加する。 

  ○小山駅等で実施のシェアサイクルの記載方法を検討。 

  ○裏面の各貸出所の写真は、全景写真にした方が分かりやすい。 

  №４ 遊水地内主要地点に総合案内看板の設置（参考資料：「既存の表示内容」） 

   ⇒ 表示内容について、素案を作成。 

   ➡ ○新赤麻橋（鷹見台）設置の表示内容をモデルとする 案１ 

     ○アクリのガイドマップに表示の地図をモデルとする 案２ 

  №５ 遊水地内の位置表示（参考資料：「遊水地内の位置表示板【現状】及び設置事例」） 

   ⇒ 「位置表示板」の他の事例を参考に検討する。 

   ➡ ○谷中湖周辺においては、既存の板面を貼り替え、現在地を表示する板面を追加する。 

     ○周囲堤及び遊水地内については、車で通行可能なルート上の分岐点への設置するた

め、行き先等の案内地点を選定する。 

     ○（例１）A-１から○○キロ→D-２９（渡良瀬運動公園東）→D-30 まで○○キロ 

     ○（例２）湿地資料館へ○○キロ→渡良瀬運動公園→第３排水門へ○○キロ 

  その他、以下の課題については、事務局打合せ・幹事会で調整する。 

・幹線道路への案内標識設置についての、道路管理者等との調整。 

・各看板等設置に必要となる費用を積算した上で、負担方法を調整する。 
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②「観光、エコツーリズム」について 

ラムサール条約湿地登録地における「観光」「エコツーリズム」等の取組事例等を参考とし、 

渡良瀬遊水地においては、どのような取り組みが可能かを検討する。 

 【検討内容】 

  ・前回部会で紹介した各市町の取り組みを参考とする。 

  ・各団体の取り組みについても、メニューや受入体制などの活用可能なものを洗い出す。 

  ・連携可能なメニューの組み合わせ等により、モデルコースを考える。 

  ・実際のツアー等実現のためには、どのような進め方や推進体制が必要か等を検討する。  

⇒【課題】部会での検討スケジュールや目標を設定した上で検討する必要がある。 

③検討の進め方 

・②については、２つのグループに分かれて意見交換を行う。 

 【今回のグループワークの進め方】 

  （ステップ１）遊水地の魅力は何か？売りにしたいポイントは何か？を考える。 

         （例）風景、野鳥、植物、熱気球やスカイダイビングなど 

レジャー・スポーツ 

  （ステップ２）その魅力を伝えられる場所や手段として思い付くものを挙げる。 

         （例）野鳥や植物の観察、カヌーを使ったガイド付き周遊体験など 

  （ステップ３）受入体制や人材の確保など必要なものは何か？ 

         （例）モデルコース設定、ルートマップ、案内看板、ガイドの育成 

  （ステップ４）グループとしてのまとめと次回の検討予定等を決める。 

  （ステップ５）グループ毎に発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 60 分 

説明 5分 

グループワーク 45 分 

発表 10 分 
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H29.9.20 第７回賢明な利活用及び地域振興検討合同部会 資料２より 

第７回合同部会①の開催にあたって（各市町へのアンケート結果） 

第７回合同部会①の開催にあたって、各市町へのアンケートを実施したもの。 

各市町へのアンケートの結果 

市町名/項目 
１．テーマ（案１） 

「観光・エコツーリズム」 

２．テーマ（案２） 

「ヨシ焼きの継続実施」、「ヨシ

の新たな利用」 

栃木市 ・ボランティアガイド養成講座 

・わたらせナイツクラブ 

・ハートランドぐるり旅 

・ツバメのねぐら入り観察会 

・渡良瀬遊水地フェスティバル 

・カヌー、熱気球スタッフ養成講座 

・カヌー、Ｅボートでの周遊体験 

（イベント時の実施） 

・スカイスポーツ体験 

（イベント時の実施） 

・ロードバイクセミナー 

・三県境の活用 

・ヨシ細工スタッフ養成講座 

・ミニよしず作り体験 

・ヨシ紙すき体験 

・ヨシ紙製品化 

（民間企業による実施） 

・ヨシ焼き見学ツアー 

（まちづくり組織による実施） 

野木町 ・ボランティアガイド養成講座 

・植物観察会 

・野鳥観察会 

・野鳥写真展 

・ツバメのねぐら入り観察会 

・ヨシ刈り、ミニよしず編み体

験講座 

・ヨシ紙すき、ミニよしず編み

体験（のぎ煉瓦窯夏フェスタ） 

・ヨシ焼き見学ツアー 

加須市 ・渡良瀬遊水地まつり in ＫＡＺＯ 

・「道の駅きたかわべ」での新米等の収穫祭 

・北川辺スポーツ遊学館での自転車、ヨット、カ

ヌー、双眼鏡の貸出 

・三県境の活用 

・渡良瀬遊水地ボランティアガイド養成講座 

・ヨット・カヌー教室 

・渡良瀬遊水地探鳥ハイキング 

（市観光協会主催） 

・トライアスロン大会の開催（市後援） 

・市民農園（グリーンファーム加須、北川辺農園）

における農業体験 

・ヨシ紙すき体験 
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・ライスパークでの農業体験 

板倉町 ・ボランティアガイド養成講座 

・重要文化的景観 

・揚舟谷田川めぐり 

・三県境の活用 

 

小山市 ・ボランティアガイド養成講座 

・（仮）小山市渡良瀬遊水地エコ・ツーリズム・

ガイド協会 

・ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦 

・おさかなワイワイ大作戦 

・ツバメのねぐら入り観察会 

・チュウヒの飛び立ち観察会 

・田んぼアート関連ツアー 

・環境にやさしい農業関連ツアー 

・コウノトリ・トキ野生復帰関連事業 

（採餌環境、営巣環境） 

・ヨシ焼き見学ツアー 

・ミニよしず作り体験 

・ヨシ紙製品 

・市内小中学校へのヨシズ設置 

・ヨシ焼きにおけるおもてなし 

古河市 ・渡良瀬遊水地自然観察会（野鳥） 

・花桃ウオーク 

・古河花火大会 

・わたらせ水辺の楽校 

・古河市民大学「渡良瀬遊水地講座」 

 

 


